
＜農地・水・環境保全向上対策と連携して効果的な取組を実践している事例＞

○両対策により、うるおいのある農村景観形成に取り組む

１．集落協定の概要

市町村･協定名 滋賀県大津市伊香立生津町 生津町集落協定推進会
お お つ し い か だ ちなまづちよう なまづちようしゆうらくきようていすいしんかい

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
34.8 ha 水稲・大豆

交 付 金 額 個人配分 48 ％
584万円 共同取組活動 集落担当活動費 6 ％

52％ 体制、整備に向けた活動費 17 ％（ ）
鳥獣害対策水路農道管理費 19 ％
農用地維持管理活動費 10 ％

協定参加者 農業者 62人、農業組合 １、農業機械共同利用組合 １、土地改良区 １

２．取組に至る経緯

生津集落においては、平成11年にほ場整備が完了し、農業生産基盤を整備したが、農

道、水路の管理や鳥獣害対策電気柵の設置、共同利用機械の充実など多くの課題がある

なかで、集落内の共同化や生産調整作物（大豆、レンゲ）作付けの円滑化を図るため、

本対策に取り組んだ。

３．取組の内容

農道や水路・農業用水池の草刈り、鳥獣害対策電気柵の点検や生産調整に係る費用等

は当該事業により、農地・水・環境保全向上対策では、水路・農道や電気柵の補修等農

業生産基盤の維持管理に努めている。集落内では、花の植栽による村づくりの伝統を受

け継いで、両対策を活用して、集落内外の水路や道路沿に花や木を植え、景観形成に取

り組んでいる。また、休耕田にレンゲを作付けし、景観形成を図っている。

、 （ ） 、 （ ）また 共同利用機械 営農組合 では 農作業の部分委託や担い手グループ 有志会

、 。による農作業の全面委託など 農業活動の共同化や委託化にも意欲的に取り組んでいる

水路際の草刈り（下草刈り） 道路沿のコスモス植栽



［集落の将来像]
、 、 、○ 当集落の農業は ２種兼業の小規模農業を背景に 土地改良事業による農用地の整備を行うと共に

団地化による集団転作等農用地の高度利用や農業機械の共同利用を進め、集落ぐるみで農業の維持発
展をめざす集落営農に取り組んでいる。今後においても、少子高齢化がますます進むと予想される将
来を見据え、集落を基礎とした営農組織の充実を図るため、定年帰農者等を活かした持続的な集落営
農体制の整備に努める。

［将来像を実現するための活動目標]
① 耕作放棄の防止のため、担い手グループの育成支援と農業機械共同利用組合との連携を強化。
② 水路・農道等は、農業組合、土地改良区を中心に、点検・補修等の維持管理。
③ 景観形成を中心とした集落ぐるみの花づくり活動と連携し、安らぎと潤いのある環境づくりに取り
組む。

④ 稲作の主要３作業における農業機械の共同利用の維持向上を図り、生産活動の向上とコストの軽減
に努める。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動

農地の耕作・管理（34.7ha） 景観作物の作付け（レン
ゲは３～５ha するとと）

個別対応 もに、協定農地の存する
区域内外（生津町内）の
水路・道路に花き等の植

水路・作業道の管理 栽を行い、景観形成に取
・水路9.6km り組む。
年２回：清掃、草刈り

・道路４km 個別対応
年１回：草刈り、簡易補修

共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（年１回及び随時）

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

それぞれの農地が協定農用地となったことで、集落内で協力して農業を守っていこう

とする意識が根付き、共同作業によって、農道・水路・電気柵等の維持管理が適切に行

われるようになった。生産調整作物である大豆の作付けも定着しているが、山手の農地

では、鹿等の獣害を防ぎきれず、更なる獣害対策が必要である。

［平成21年度までの主な成果］
、 、 、 。○ 農地の適切な管理が行われるとともに 農道 水路も共同作業により 機能の維持が図られている

○ 営農組合の共同利用機械（田植え：６ha、稲刈り：３ha、トラクター作業：３ha）
○ 担い手グループ（有志会）による全作業委託：２ha
○ 大豆作付（水張り）面積：３ha、レンゲ：５ha、野菜：0.3ha



＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○体験活動プログラムを活かし都市住民と交流

１．集落協定の概要

市町村･協定名 滋賀県高島市マキノ町森西
たかしましま き の ち よ うもりにし

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
16 ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 0 ％
239万円 共同取組活動 鳥獣害防止対策及び水路、農道等の維持管理等の共同取組 84 ％

100％ 農用地の維持管理活動に伴う出役人夫賃 4 ％（ ）
転作用機械導入 12 ％

協定参加者 農業者 20人、企業 １社

２．取組に至る経緯

本集落西方には、戦国時代の様相を今も伺わせる城山（田屋城跡）がそびえ、その谷

間からは、協定農用地を潤す豊かな清流があり、流れ込む水路には、無数の源氏ホタル

が生息している。

城山は、動植物の宝庫であり、従来から沿道の草刈や素掘水路の維持管理を行ってき

たが、農家の高齢化・後継者不足に伴い、将来的に管理していくのが困難と予想され、

この自然資源を保全するには、集落全体で管理することが大切で、これには、他地域か

らの活力の導入が必要と考え、民間企業と連携し、自然体験学習事業に取り組むことと

した。

３．取組の内容

地元ホテルに一企業として集落協定に参画してもらい、集落と協議を重ね、自然体験

や歴史散策など様々なプログラムを設定し、体験活動を行っている。

このことは、子どもたちをはじめ、訪れる人々との交流を通じて、集落の高齢者の生

き甲斐となっている。

また、自然生態系の保全にも積極的に取り組み、ホタルの保護やビオトープでは、メ

ダカを放流していることから、過剰な農薬散布、肥料を控えるなど、生態系への配慮に

集落が一丸となって保護活動を行っている。

自然体験学習で農地とふれあい ビオトープでメダカの放流



［集落の将来像]
○ 認定農業者等の担い手を核とした農業生産活動の体制整備を図り、営農活動を活発化させる。
○ グリーン・ツーリズムのもと、中山間地の地理的条件を最大に生かした自然体験学習の設定等の事
業展開により、都市部住民との交流を通して、住民が活気と生きがいをもって生活できる集落を目指
す。

［将来像を実現するための活動目標]
○ 認定農業者育成のため、農業組合長を主任とした育成会を立ち上げ、認定農業者現状２名を３名と
する。

○ 自然生態系の保全については、体験学習事業を展開している企業の事業誘致に努める。
［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田16ha） 周辺林地の下草刈り 機械農作業の共同化
（約1.2ha、年１回） （転作用機械の共同利用、目標

個別対応 100％)
共同取組活動

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路4.5km、年１回 農道の景観整備

清掃、草刈り 認定農業者の育成
・道路2.4km、年１回 共同取組活動 （現状２名→３名）

草刈り、補修
個別対応

共同取組活動

自然生態系の保全に関する学校
獣害防止柵、ネットの管理 教育との連携、ビオトープの保
（３km） 全

共同取組活動 共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

集落では、生徒との交流活動を通じ、中山間地の農業や農村の果たしている重要な役

割を改めて認識した。このことは、集落の水路や農道、そして獣害防止柵等の維持管理

の重要性を再確認することでもある。

今後は、体験活動を体験した生徒が、将来、再び訪れたくなる魅力あふれた集落とな

ることを目指す。

［平成21年度までの主な成果］

○ 認定農業者の育成（現状２名、目標３名、H21実績３名）
○ 農作業の受委託（目標１ha、H21実績2.5ha）
○ 機械の共同利用率（目標転作用機械の共同利用率100％、H21実績100％達成）
○ 学校等教育との連携（目標1,000人、H21実績1,10）



＜高付加価値型農業の実践を行っている事例＞

○高付加価値米の栽培により経営の安定を図る

１．集落協定の概要

市町村･協定名 滋賀県犬上郡多賀町栗栖
いぬかみぐんたがちようく る す

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
7.8 ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 10 ％
67.5万円 共同取組活動 農業生産活動の体制整備 75 ％

90％ 鳥獣害防止対策及び水路、農道等の維持・管理 15 ％（ ）

協定参加者 農業者 20人、栗栖営農組合（構成員 20人）

２．取組に至る経緯

近年、当集落では、サル・シカ・イノシシによる獣害被害が大きな課題となってきた

ことから、平成19・20年度にかけ、獣害対策として、国の補助事業により恒久防護柵を

設置した。

また、効果的な獣害対策を行うには、広域な取組が必要となることから、当集落の防

護柵設置をきっかけに、21年度には、近隣８集落を含めた恒久防護柵の設置事業が行わ

れた。

栗栖地域では、中山間農地を保全するためには、集落ぐるみの活動が重要と考え、水

路・農道の整備・電柵の補修等に集落ぐるみで取り組んでいる。

３．取組の内容
現在、全てのほ場で環境こだわり農業を目指した減農薬減化学肥料栽培を実施してい

る。さらに、紙マルチによる「無農薬コシヒカリ」や「赤米」などの高付加価値米を栽

、 、 、 、 、培し 経営の安定を図るとともに 獣害電気柵の補修 水路 農道等の維持や管理など

集落ぐるみで共同活動を行っている。

紙マルチによる無農薬コシヒカリの作付け 共同作業として畦畔の草刈り



［集落の将来像]
○ 中山間農地を保全するには、何事にも集落ぐるみの活動が不可欠であり、水路・農道の整備や電柵
の補修等に対しても、集落ぐるみの共同作業を将来にわたって定期的に実施していく。また、機械や
施設の共同利用についても一層推進するとともに、環境こだわり農業の取組である高付加価値型農業
を継続し、さらに、遊休農地等を利用した蕎麦などの特産物の栽培も継続していく。

［将来像を実現するための活動目標]
水路や農道等を共同作業で整備すること、機械及び施設を共同利用するなど集落活動としての継続
的取り組みを将来像とした。併せて、環境こだわり米の栽培、遊休農地利用による特産物栽培、農事
組合法人の設立、獣害対策としての電気柵設置、近隣集落との連携を年度毎の目標とした。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田7.8ha 周辺林地の下草刈り 機械農作業の共同化（ ）
（ （ ） 、（約0.5ha、年１回） 共同利用を７ha 90％ 実施

個別対応 目標7.8ha)
個別対応

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路2.3km、年２回 景観作物作付け

清掃、草刈り （景観作物としてクロタ 担い手への農地の集積
・道路2.0km、年２回 草刈り ラリアを約0.2ha作付け） （２haを実施、目標５ha）

共同取組活動 共同取組活動 共同取組活動

農地法面の定期的な点検 加算措置としての取組 高付加価値型農業の実践
（年２回及び随時） （減農薬化学肥料栽培及び紙マ

法人設立加算 ルチの取組を1.1ha実施 目標2.、
（農業生産法人設立） 0ha）

共同取組活動
共同取組活動 共同取組活動

集落外との連携
○ 田植えや刈取作業は、集落外の認定農業者に一部を委託し、耕作放棄地の防止に
努めている。また、近隣集落と共同し、獣害対策にも取り組んでいる。

４．取組による変化と今後の課題等

集落では、農事組合法人が設立できたことにより担い手不足が少し解消された。

また、獣害被害が拡大していることから、近隣集落と連携した取組を継続できるかが

今後の課題となる。

［平成21年度までの主な成果］
○ 18年に立ち上げた「農事組合法人プチファームくるす」が農地の受け手となり得たことで集落農地
の集積が加速した （集落の約50％にあたる4.5ha）。

○ 機械農作業の共同面積（当初7.0ha、目標7.8ha、H21実績7.0ha）
（ 、 、○ 高付加価値米の取組みである減農薬化学肥料栽培及び紙マルチの取組面積 当初0.6ha 目標2.0ha

H21実績1.1 ha）



＜集落営農組織の育成を実施している事例＞

○集落営農組織の育成を実施している

１．集落協定の概要

市町村･協定名 滋賀県伊香郡余呉町摺墨
い か ぐ ん よごちょう するすみ

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
6.39 ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 49.9％
85.3万円 共同取組活動 農用地維持管理 17.9％

（50.1％） 共同機械・施設積立 30.7％
その他 1.5％

協定参加者 農業者 13人、非農業者 ３人、土地改良組合 １組合

２．取組に至る経緯

摺墨集落は、余呉町の高時川の支流摺墨川に沿って拓けた集落で、町内でも、特に、

過疎化・高齢化が進み、個々の農家だけで農業を行うことが経済的、人的に厳しい状況

になっている。また、本集落は、ライスセンター等の施設から離れており農作業が不便

であった。

平成12年から本事業に取り組み、共同活動による農地の保全と購入困難な共同機械の

導入並びに健全な管理運営をめざした活動を行っている。

３．取組の内容

農業生産活動に関する活動として、共同活動による農道・用排水路の維持管理、獣害

対策として動物誘導柵の適正管理を、多面的機能増進活動として周辺林地の下草刈り作

業を行っている。また、集落居住者個々による農業生産が厳しいため、新たな担い手に

よる集落営農組織の確立と各農家が保有する農業機械の共同利用、ミニライスセンター

の機械導入及び適正な管理運営に務めている。

ミニライスセンターの共同利用 共同活動での周辺林地下草刈り



［集落の将来像]
○ 当集落は、町内でも、特に、過疎化・高齢化が進み、耕作放棄地の拡大が懸念される。営農組織の
確立と健全な運営のもと、集落を守る体制づくりとして、集落出身者や他地域ボランティア等の協力
を得て、耕作放棄地発生の防止と水路・農道の管理等を行う。

［将来像を実現するための活動目標]
○ 将来像および５年間の目標

過疎化・高齢化が依然進む中、集落居住者個々での農業生産が厳しいため、新たな担い手による集
落営農体制の組織を確立し、各農家が保有する農業機械の共同利用及び共同利用農業機械の購入を行
う。

○ ５年間のスケジュール
１年目：現在の農業生産者のアンケート調査を実施し、５～10年後の農業経営、集落営農組織化、

現状の農地、施設の問題点について調査を行う。
２年目：アンケート調査による農地、施設の問題点について、可能な限りでの整備を行う。また、

集落営農組織化に向けて、現実の農業従事者日数、人手の調査を集落全体で行う。
３年目：２年目の調査による従事日数、人手間を参考に、仮の集落営農組織で部分的な営農活動を

実施。
４年目：３年目の部分的営農活動を参考に、分業制を導入して営農活動を実施。また、農業機械の

合理化を進めるための検討を実施。
５年目：集落営農組織の確立を行い、営農規約を定めて、集落での統一した営農運営を図る。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動

農地の耕作・管理(6.39ha) 獣害対策（約3,000ｍ） 周辺林地の下草刈り
ネット、柵の点検 随時 （約1ha、年１回）

個別対応
共同取組活動 共同取組活動

農道・水路の管理
・水路（3.0km） 清掃、草刈
り 年２回
・農道（2.5km） 補修、草刈
り 年２回

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題

本事業を実施したことにより、集落内に共同活動への意識が高まり、共同作業による

農地保全活動を推進する中で、耕作放棄地発生の防止につながった。

また、周辺林地の草刈り作業等を通じて、景観保全に対する意識が高まった。

営農組織の立ち上げや共同利用機械（乾燥機）の導入により、農業生産向上と耕作放

棄の抑制が期待できるが、これから少子高齢化が益々進む中で、ボランティアなど集落

外部からの支援体制を整えることが当面の課題である。

［平成21年度までの主な成果］
○ 平成21年は、都市住民のボランティア農作業体験（田植え・稲刈り）を実施した。
○ 共同作業により耕作放棄地発生の防止につながった。
○ 摺墨農地保全組合を平成20年度に設立した。

○ 共同利用機械を平成21年度に導入した （乾燥機１台・縦横搬送機各１台）。



＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○水生花きの産地化による農村景観・環境づくり

１．集落協定の概要

市町村・協定名 京都府京都市左京区大 原百井
きようとしさきようくおおはらももい

協定面積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
5.5ha 水稲,ハス,野菜等

交付金額 個人配分 0 ％
44万円 共同取組活動 獣害防止柵の設置 100 ％

協定参加者 農業者16人

２．取組に至る経緯

京都市左京区大原百井集落は、過疎化や高齢化による担い手不足等により農地の維持管

理が難しい現状にある その現状を打破するため 自立的な営農体制を確立し 明るい将。 、 、

来展望の持てる農村景観・環境づくりを進めることを目指し、協定の締結に至った。

３．取組の内容

特徴的な活動としては 「何度も訪れたい 「暮らしてみたい」といった明るい将来展、 」

望の持てる農村景観・環境づくりの一環として、百井の里・水生植物園（ハス、花ショ

ウブ、カキツバタ）の開設による都市住民との交流活動に取り組んでいる。

また、耕作放棄地の発生防止や新たな担い手の育成にも必要不可欠な獣害対策にも力

を注いでおり これまでに協定農地5.5haのうち約４haの周囲に猪・鹿用フェンス柵を設、

置した。

水生植物園（ハス）と獣害防止柵



［集落の将来像]
、 、 、○ 自立的な営農体制を確立するため 地域農業の核となる担い手を育成するとともに 所有者の病気

転出等で部分的または完全に維持が困難な農地については、担い手への集積を推進する。
また、農村景観・環境づくりの一環として 「水生花き」の栽培及び産地化を推進する。、

［将来像を実現するための活動目標］
○ 京都市地域農業担い手農家1名以上の育成
○ 協定農用地面積の10%以上の規模での水生植物園の開設
○ 耕作放棄地の発生防止活動及び改善策の検討

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 周辺林地の下草刈り 約 獣害防止柵の設置（
（田5.5ha） 0.3ha,年1回） （約4.0ha設置済（H21ま

個別対応 個別対応 で）,目標5.5ha)
共同取組活動

水路・作業道の管理 景観作物作付け（H21水
・水路3.1km,年1回清 生花き約0.7ha作付） 担い手の育成（1名）
掃,年2回草刈り 共同取組活動

・農道0.9km,年5回草刈 共同取組活動
り

共同取組活動 百井の里、水生植物園の
開設(4,242㎡）

農地法面の定期的な点 共同取組活動
検（随時）

共同取組活動

集落外との連携
○ 水生植物園におけるハスまつり等での都市住民との交流

４．取組による変化と今後の課題等

これまでの活動を通じて 集落の農地は地域全体で管理するんだ という参加者の意、「 」

識が高まっており、現在、耕作放棄地は皆無である。今後も新たな耕作放棄地発生を防

止するよう監視を続ける。

猪等の野生鳥獣の食害により低下していた生産意欲は、フェンス柵の包囲面積の拡大

により、徐々に回復している。今後はフェンス柵を集落全ての協定農地の周囲に設置し

ていく計画である。

［平成21年度までの主な成果］

○ 水生植物園の規模拡大（3,663m (H18)，4,242m (H19)，4,242m (H20), 4,242m (H21)）
2 2 2 2

○ 都市住民との交流による地域の活性化

ハスまつり参加者（50名(H18)，30名(H19)，50名(H20), H21は雨天中止）・
○ 獣害防止柵の設置（H21までに約4.0ha設置済）

○ 認定農業者の育成（目標１名、H21実績１名（京都市地域農業担い手 ））



＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○棚田オーナー制で遊休農地を活用

１．集落協定の概要

市町村・協定名 京都府福知山市大江町毛原
ふくちやましおおえちょうけはら

協定面積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
5.2ha 水稲・小豆他

交付金額 共同取組活動 100％ 農道、水路等の改修、維持費 25 ％（ ）
108万円 有害鳥獣防止対策費 19 ％

交流施設改修費 56 ％
協定参加者 農業者14人

２．取組に至る経緯

福知山市大江町毛原地区は 地理的に農地のほとんどが棚田で 過疎・高齢化が進行す、 、

る中で急速に遊休・荒廃農地が増加しており 都市住民との交流 新規就農者の受け入れ、 、

による遊休農地の解消と集落の活性化を目指して各種の事業を展開してきた。

３．取組の内容

日本の棚田百選 に選定された農村景観を生かし 棚田農業体験ツアー 棚田オーナ「 」 、 、

ー制度等、都市住民との交流に取り組むともに、新規就農者（新規定住者含む）を対象

とした菜園付きログハウスの建築講習会等を実施している。

農用地等保全マップ

【マップの解説】

体験農園をはじめとした都市農村交流の

推進を中心に計画。

棚田農業体験 ログハウス講習会



［集落の将来像]
○ 棚田農業体験ツアー、棚田オーナー制度等、都市住民との交流事業を展開し、新規定住・就農者の受
け入れを進めるとともに、遊休農地の有効活用と農村景観の保全に努め、新しい集落機能を構築する

［将来像を実現するための活動目標］
○ 有害鳥獣対策として電気柵の拡充・補修の実施。
○ 農道・水路・法面の維持管理・補修。
○ 棚田オーナー制度の継続による遊休農地の活用（30a以上）
○ 菜園付きログハウスの建築、空き家の活用による新規定住者・就農者の確保（1名以上）
○ 農産物の生産交流体験農園、直売施設の設置、都市農村交流の推進

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地・法面の管理 景観作物の植付（法面） 棚田オーナー制度による
（農地面積5.2ha） 作付と都市住民との交流

個別対応 共同取組活動（年１回）
共同取組活動

水路・農道の管理 ビオトープ池の管理
清掃草刈 年２回 草刈、花壇植栽 年２回 新規就農者の受入

（道水路延長約4km） （目標１人以上）
個別対応＋共同活動 共同取組活動 遊休農地の紹介（水稲、

野菜）
作業道の設置 散策路の整備、管理 菜園付ログハウスの建築

共同取組活動 草刈、伐採活動 年１回
共同取組活動 共同取組活動

有害鳥獣対策
電気柵の設置及び補修 都市農村交流の推進
（全域の農地を対象） 農業体験・交流施設の
個別対応＋共同活動 改修（調理場、トイレ

の水洗化）
遊休、荒廃農地の管理 共同取組活動
草刈 年２回

共同取組活動

集落外との連携
○ 棚田オーナー制度により、都市住民の参加を得て遊休農地の活用を図り、地元農家とオーナーが
共同して水稲・野菜の作付け等を実施する。

４．取組による変化と今後の課題等

今後はこれまでに培った一定の成果を基盤にして 新規就農者 棚田オーナーと地元農、 、

家 併せてボランティアが協働して棚田を生かした美しい農村環境の整備 遊休農地の解、 、

消、農産物の加工、直売などの展開により、多面的機能を備えた魅力ある集落を創造する。

［平成21年度までの主な成果］
○ 農道のアスファルト舗装（2路線120ｍ）と用水路改修を実施し、維持管理を省力化
○ 棚田オーナー制度の継続（平成21年は9組のオーナーが12筆40aの水田を利用）
○ 棚田オーナーから新規定住･就農者（夫婦1組）が誕生し、ブルーベリー園等を開設
○ 田舎暮らし応援団の結成により、ログハウス建築やキノコ栽培、蕎麦打ち講習会等を開催
○ 交流拠点である集会所を改修し、都市農村交流を推進



＜機械・農作業の共同化を実施している事例＞

○生産組織の充実を行い、有効活用を図る

１．集落協定の概要

市町村･協定名 兵庫県篠山市新荘
ささやまししんじょう

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
3.2ha 水稲・大豆等

交 付 金 額 個人配分 0％
68万円 共同取組活動 5％役員報酬

（100％） 道・用排水路維持管理費、鳥獣害防止対策費等 35％農
積立等 60％

協定参加者 農業者46人

２．取組に至る経緯

本集落は、ほ場整備事業により約90％の農地が整備され、環境改善が行われているも

のの、担い手の高齢化、獣害被害等により、耕作放棄地の発生が懸念されていた。

このような中、今後、耕作放棄地を発生させず、将来にわたり集落を維持・発展させ

ていくためには、生産組織等の充実を図り、農業の担い手の確保・育成に努めることが

重要と考えた。

３．取組の内容

当初は、個々での農業の営みが主体であったが、将来的に後継者がいない農家が見込

まれるため、生産組織による作業受託を推進し、目標面積の拡大が図れた。

また、生産組織の充実を図ることを目的に、共同農機具倉庫の設置を行い、協定参加

者自ら、屋根の葺き替え工事にも取り組んでいる。

近年は、獣害の畑作物被害が多発しているため、獣害被害の防止に重点を置いた活動

を行っており、獣害防止柵（延長1㎞）の設置や管理・補修活動を行っている。

共同取組活動による獣害防止柵の補修維持管理作業



［集落の将来像］

○耕作放棄地の解消と発生を防止し、農業活動を継続することにより、集落の持つ多面的機能の確保を

図る。現在は、個々で農業を営んでいるが、将来的に後継者がいない農家が見込まれるので、生産組織

等の体制を見直し、計画的にオペレーターの確保・育成を行う。

［将来像を実現するための活動目標］

○生産組合において作業所等の設備などの充実を図り、共同利用により生産性の向上、担い手の確保に

努める。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 周辺林地の下草刈り 機械・農作業の共同化
（ 、 、（水稲3.2ha） (0.5ha) 黒大豆の防除 取り入れ作業
乾燥及び脱粒）

個別対応 共同取組活動 (0.5ha)

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路(1.3km) 年２回

清掃、草刈り 担い手への農作業の委託
（ ）・道路(0.9km) 年２回 草刈 目標 農作業受託0.6ha増加

年１回 簡易補修
共同取組活動

共同取組活動

鳥獣害防止対策 農地法面の定期的な
（防護柵の設置・維持管理等 転換・管理
1km） （随時）

共同取組活動 共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

今後は、充実しつつある生産組織の設備・基盤を有効に活用しながら、共同利用によ

り生産性の向上を図るとともに、担い手の確保・育成に努めていきたい。

［平成21年度までの主な効果］

○生産組合の共同農機具庫の整備

○獣害防護柵の維持管理による獣害防止（対象延長１km）

○黒大豆防除・収穫・乾燥・脱粒作業の共同化（当初0ha、目標0.5ha、現状0.9ha）

○生産組織等で農作業受委託の推進拡大が図れた （当初0.1ha、目標0.6ha、現状0.6ha）。



＜その他、取組に特徴のある事例＞

○防護柵設置による耕作放棄防止活動

１．集落協定の概要

市町村･協定名 兵庫県南あわじ市 中筋１
みなみあわじしちゅうきん

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
3.3 ha 水稲・野菜

交 付 金 額 個人配分 0 ％
55万円 共同取組活動 防護柵材料費 25 ％

（100％） 積立(ため池堤防のブロック積工事予定） 75 ％
協定参加者 農業者 13 人

２．取組に至る経緯

淡路島の諭鶴羽山系には野生動物（猪・鹿・猿・狸・兎等）が多数生息しており、山

系地内隣接当集落は野生動物による被害が甚大で、ほ場整備地でありながら耕作意欲が

薄らぎつつあることから、協定参加農家が共同で対策を講じることで耕作放棄田の発生

防止を図ることとした。

３．取組の内容

昨年度までの交付金のほぼ全額を充当して防護柵の設置に取り組んだことから、協

定農用地全体（延長1.3㎞）を防護柵で囲むことができた。現在は、鳥獣被害が防止さ

れ、耕作意欲が復活してきている。

防護柵の設置に当たっては、協定参加農家が共同で作業を行ったため、集落の連携が

強まるとともに、共同活動に対する意識も高まったことも大きな成果であった。

さらに、野菜等の作物の生産性の向上を図るため、各農家の農地に堆きゅう肥を還元

する取組を行い、安定した農業経営の構築を図っている。

野生動物防護柵 野生動物防護柵と鹿の通路



［集落の将来像］
○次世代の農業後継者につないでいけるよう、水路・農道等の整備・維持管理や、集落の農業生産活動
の体制整備を図り、地域の活性化を目指す。

［将来像を実現するための活動目標］
○耕作放棄の防止活動として、お互いに協力し、農用地の維持・向上に努める。
○水路・農道等の補修については、協定者全員が協力し、積極的に取り組む。

［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動

農地の耕作・管理（田3.3ha） 周辺林地の下草刈り
（約0.1ha、年１回）

個別対応
個別対応・共同取組活動

鳥獣防護柵の設置・管理（1.3km）
堆きゅう肥の施肥・緑肥

共同取組活動 作物の作付け

個別対応
水路・作業道の管理
・排水路0.7km、年２回
清掃、草刈り
・道路0.8km、年２回 草刈り
パイプラインの管理
年２回 点検

共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（年２回及び随時）

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

今後とも、鳥獣による農作物被害を防止するため、参加農家で防護柵の巡回・補修等

に努め、安定した農業経営を図って行きたい。

［平成21年度までの主な効果］

○ 野生動物防護柵設置（1.3km）



＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○酒造米作りを通じた都市住民との交流

１．集落協定の概要

市町村･協定名 兵庫県川辺郡猪名川町 槻並仁部
かわべぐんいながわちょう つくなみにんべ

協 定 面 積 田（100.0％） 畑 草地 採草放牧地
4.8ha 水稲､そば

交 付 金 額 個人配分 47.7％
101万円 共同取組活動 事務関係費等 0.7％

52.3％ 道・水路維持管理費、鳥獣害防止対策費等 51.6％（ ）
積立等 0％

協定参加者 農業者9人

２．取組に至る経緯

本地域農地の約85％がほ場整備事業にて整備され環境改善が進んだものの、獣害被害

が年々多く発生するとともに、核家族化による農業離れ、それに加え担い手の高齢化等

から急傾斜地農地法面はもちろんのこと、農道・水路等の法面の草刈りなどの管理がま

まならない状況にあった。

また、水稲栽培においては、30数年前まで山田錦の生産が盛んに行われていたが、高

度な栽培技術と労力を要することから近年では容易に栽培できる品種が大半を占める状

況にあった。

３．取組の内容

鹿や猪の獣害を防止するための防護柵の設置に取り組み、さらに、農機具への過剰投

資を避けるため、担い手農家等による農作業の受委託を推進するとともに、生鮮野菜や

、 、 「 」 「 」切花 花苗の生産に努め 生産者の直売所である 道の駅 や大型ス－パ－ ジャスコ

等への出荷拡大に努めた。

また、水稲の栽培においては、高価で有利に販売できる良質米、特に酒米である山田

錦の栽培を小西酒造株式会社と連携し播州の山田錦の品質に負けない品質確保と生産拡

大に努めた。

酒米づくりを通じた都市住民との交流



［集落の将来像］
農業従事者の高齢化等により、耕作放棄地の増加が懸念されている。今後、耕作放棄地を出さず農

業生産基盤を保全し、多面的機能を維持していくため、鳥獣害防止活動、担い手の育成、都市住民と
の交流等により、集落の「あるべき姿」を実現していく。

［将来像を実現するための活動目標］
○ 協定参加者が協力して水路、農道を維持管理し良好な環境保全に努める。
○ 高品質で需要の高い米の生産を図るとともに、道の駅で供されるそばの生産を行う。
○ 多面的機能増進活動として、農業体験のない都市住民を対象に体験農業を実施する。

［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理(4.8ha) 都市住民との交流 認定農業者の育成
（目標 １名確保する）

個別対応 共同取組活動
共同取組活動

水路・作業道の管理 景観作物作付け 体験農業の実施（0.25ha）
・水路(9.2km) 年３回 そば（20ａ）

清掃、草刈り
・道路(3.2km) 年２回 草刈 共同取組活動 共同取組活動

共同取組活動

農地法面の定期的な点検
鳥獣害防止柵の設置 9.8km ・管理（随時）（ ）

共同取組活動 共同取組活動

集落外との連携
○ 小西酒造株式会社と連携し、酒米（山田錦）づくりを通じた都市住民との交流と酒
米生産の拡大

４．取組による変化と今後の課題等

今後は、当地域に即した女性・高齢者をも含める多様な担い手の育成、都市住民を対

象に体験農業を実施するなど消費者との交流を図りながら、地産地消の推進を行い農業

生産性の向上に努めていきたいと考えている。

［平成21年度までの主な効果］

○ 認定農業者の育成（目標１人、H21実績１人)

○ 都市住民との交流（18年度0.17ha、19年度0.17ha、20年度0.47ha、21年度0.34ha） 参加者 63人

○ そばの作付け（目標20ａ、18年度0.21ha、19年度0.14ha、20年度0.14ha、21年度0.44ha）

○ 鳥獣害防止柵の設置(目標約9.8km、18年度0.4km、19年度1.0km、20年度1.4km、21年度2.2km)

※ 鳥獣害防止柵のみ延べ設置累計で記載



＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○棚田保全を通じた都市住民との交流

１．集落協定の概要

市町村･協定名 兵庫県神崎郡市川町河内
かんざきぐんいちかわちょうかわち

協 定 面 積 田（68.7％） 畑（31.3％） 草地 採草放牧地
2.1ha 野菜・水稲 リンゴ

交 付 金 額 個人配分 0％
32万円 共同取組活動 道・水路維持管理、鳥獣害防止対策、畦畔管理等 93.2％

100％ 事務関係費 6.8％（ ）
協定参加者 農業者 11人、生産組織１組織（構成員55人）

２．取組に至る経緯

当地区は、ほ場整備事業により約70％が整備されているものの、当集落は勾配が急峻

なうえに未整備であるなか、農業者の高齢化及び鳥獣被害等により、集落の活力が低下

し、耕作放棄が懸念されることから、集落での話し合いを続けた結果、平成19年度に協

定の締結に至った。

３．取組の内容

当集落では、リンゴの観光農園を設置し、リンゴの木のオーナー制度や収穫体験によ

り都市住民との交流を図っている。

また、既存の営農組合の組織を強化し、機械・農作業の共同化による省力化を進める

ことにより、耕作放棄が防止され、地域の良好な景観の維持が図られている。

秋の収穫祭での都市住民との交流 りんご園



［集落の将来像］
○農家の高齢化により、独居老人、空家、耕作放棄地等の増加が予想される。
○今後、耕作放棄地を出さず地域の良好な景観を維持していくため、担い手の育成、リンゴの木のオー
ナー制度の推進等により集落の活性化を図っていく。

［将来像を実現するための活動目標］
○多面的機能増進活動として、リンゴ園を核としたリンゴのもぎ取り体験、オーナー制度等の充実を図
る。また、河内営農組合にリンゴ園の管理・運営を担ってもらい、秋の収穫祭等を通じた都市住民との
交流を図る。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 りんご園の運営（0.7ha） 河内営農の機械を共同利用
(田1.4ha、畑0.7ha) ・りんごもぎ取り体験 300本 (0.7ha)（ ）

個別対応 共同取組活動 共同取組活動

水路・作業道の管理 リンゴの観光農園の設置によ
・水路(0.4ha)、年２回 る都市住民との交流

清掃 草刈 (0.7ha)
・道路(0.2ha) 年２回

草刈、畦畔管理 共同取組活動

共同取組活動

鳥獣害防止柵の設置
（40m）

共同取組活動

集落外との連携
○河内営農組合と連携した秋の収穫祭等を通じた都市住民との交流

４．取組による変化と今後の課題等

秋の収穫祭やリンゴ、野菜等の販売を通じて都市住民との交流を図ることにより、

地域に活力がもどるとともに、農家の生産意欲も向上している。

今後は、さらなる都市住民との交流の場の拡大・発展を目標に活動していく。

［平成21年度までの主な効果］

○機械・農作業の共同化（目標0.7ha H21実績0.7ha）

○観光農園（H21実績 リンゴ園300本 もぎとり300本）

○来場者数（H21実績 1,221人）



＜都市住民との交流を実施している事例＞

○直売所を核とした集落の活性化

１．集落協定の概要

市町村･協定名 兵庫県赤穂郡上 郡 町金出地
あこうぐんかみごおりちよう か な ぢ

協 定 面 積 田（97％） 畑（3％） 草地 採草放牧地
4ha 水稲、小麦、そば 野菜、ブドウ

交 付 金 額 個人配分 84％
82万円 共同取組活動 道・水路維持管理費 6％

16％ 獣害防護柵維持管理費 10％（ ）
協定参加者 農業者16人、生産組合１組織（構成員16人 、水利組合１組織（構成員16人））

２．取組に至る経緯

本集落は、十数年前から整備されている科学公園都市の近郊にある地域である。

ほ場整備、水路・農道の補修改良も完了するなど、積極的に生産基盤を整備すること

により美しい景観を保っている。

また、十数年前から「コスモス祭り」を独自に開催しており、地元の魅力をＰＲし

続けていくためにも、都市住民との交流の活性化や直売所の充実などを図っていくこ

ととした。

３．取組の内容

、 （ ） 、 、本集落では 認定農業者 集落外 への利用権設定 田植や収穫作業の委託を進め

病害虫防除（無人ヘリによる農薬散布）は農協へ委託を行い、農作業の効率化を図っ

ている。

毎年、金出地ふれあい直売所の主催で秋の収穫まつりを開催し、水車で精米した米

・もち、焼き芋、漬物、地場農産物などの販売や上郡町観光協会等と連携した各種イ

ベントも行い、都市住民との交流を図っている。

、 、 。また 毎週月曜日・水曜日・金曜日に直売所を開設し 集落の活性化を図っている

金出地ふれあいまつり



［集落の将来像］
○集落の景観維持、直売所の充実、市民農園の開設及び農産物の加工（体験 ・販売を行う施設の整備等）
を行い、都市住民との交流サロンを構築し、地域の活性化を図る。

［将来像を実現するための活動目標］
○担い手に農地集積、農作業の委託を行うことで、水稲や小麦の作業の効率化を図り、直売所に出荷す
る野菜等農産物の生産を拡大する。
○農道や水路沿いに景観作物を、畦畔にはセンチピートグラスを植栽する。
○水車小屋で精米した米、直売所内に併設された加工場等で加工したもち、焼き芋、漬物をイベント等
で販売する。
○都市住民との交流拠点となる市民農園や農産物加工・販売施設等を開設する。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理(4ha) 周辺林地の下草刈り 担い手への利用権の設定
(0.4ha) (2.4ha)

担い手への農作業の委託
個別対応 共同取組活動 （0.7ha）

水路・作業道の管理 市民農園の開設（0.12ha） 共同取組活動
・水路（年２回）
清掃、草刈 (3.1km) 共同取組活動

地場農産物の加工・販売
共同取組活動

共同取組活動

（ ）鳥獣害防止柵の設置 2.7km

共同取組活動

集落外との連携
○集落内の農家に農作業委託等ができない場合には、集落外の農家との連携を図り、
農地集積、農作業委託等を推進する。

、 。○上郡町観光協会と連携して金出地ふれあいまつりを開催し 都市住民と交流を図る

現在、直売所主催のふれあい祭りを開催し、都市住民との交流を深めているが、今

後はさらに交流の幅を広げるとともに、農業収益の向上を行うため、農産物加工（体

験 ・販売を行う施設を整備し、集落のさらなる発展をめざす。）

［平成21年度までの主な効果］

○ 担い手への農地集積等による体質強化

（農地集積：目標0.25ha,H21実績2.4ha)(農作業受委託：目標0.5ha,H21実績0.7ha)

○ 市民農園の開設（H21実績0.12ha）

○ 都市住民との交流による地域の活性化 金出地ふれあいまつりの開催（H21実績参加者3,000人）

○ 鳥獣害防止柵の設置（H21実績2.7km）

○ センチピートグラスの植栽（H21実績0.1ha）

○ 水車小屋や直売所内の加工場等において加工した地場農作物加工品(水車米、おもち、焼き芋、漬物

等)の販売

○ 農産物加工等施設（ソバ打ち体験およびソバの加工・販売施設）の着工



＜高付加価値型農業の実践を行っている事例＞

○新規作物『マコモダケ』の導入

１．集落協定の概要

市町村･協定名 奈良県宇陀郡御杖村神末 太郎生団地
うだぐんみつえむらこうずえ た ろ う だ ん ち

協 定 面 積 田 100％ 畑 ％ 草地 採草放牧地
11．7ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 0％
226万円 共同取組活動 積立金 44％

100 ％ 鳥獣被害防止対策費 44％
％役員報酬 9
％その他 3

協定参加者 農業者 27人

２．取組に至る経緯

、 、 、本集落は ほ場整備や農道等の基盤整備がほぼ整った集落であり 全ての田で水稲

。 、 、 、転作作物が作付けされている しかしながら 大半が兼業農家であり 高齢化の進行

後継者不足から、耕作の継続が困難となる農用地の発生が予想されたため、新規作物

の導入等により、集落全体としての農業生産活動の維持・発展、耕作放棄地の解消等

農地保全活動に取り組むことになった。

３．取組の内容

本集落では、高付加価値型農業の実践により、黒米・いんげんの作付けを行ってい

たが 「自分の土地がある集落を活性化したい 「他の人が訪れるような元気な集落、 」、

にしたい」との思いから、昨年度より『マコモダケ』を試験的に導入した。

集落協定役員が 「まこもサミット （第5回全国まこもサミットｉｎ玉城2008三重、 」

県度会郡玉城町）に参加し、基調講演、料理紹介、現場研修を通じてマコモダケの栽

、 、 。培方法等を勉強することにより 本年度は5aに200株程度の作付けを行い 収穫した

マコモダケの刈取り作業 収穫されたマコモダケ



［集落の将来像]
○ 核となる担い手農家を育成し、農作業の受委託を推進するとともに、新規作物の導入や景観作物の作
付等を行い、集落全体としての農業生産活動を維持、発展させる。
将来は集落営農の組織化を検討し、適切な農地の保全に努める。○

［将来像を実現するための活動目標]
○ 耕作放棄地の防止策として、耕作放棄されそうな農用地については、担い手農家への農作業の委託
を行い、協定面積の10％以上の増加を目指し、農作業の継続を図る。

○ 多面的機能を増進する取組として、景観作物の作付けや農道沿いへの景観植物の植栽を行うとともに
新規作物の導入や有機農業等を協定面積の５％の実施にむけて取り組む。

○ シカ、イノシシによる農作物への被害が拡大しているため、地域内全域に防護柵等の設置を実施する
○ 集落営農組織の構築に向け、核となる担い手の育成と支援を行う。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田11.7ha 周辺林地の下草刈り 高付加価値型農業の実践（ ）
（年1回） （黒米、いんげん等の作付け

共同取組活動 昨年度からマコモダケ
目標協定面積の５％)

共同取組活動
共同取組活動

水路・作業道の管理
・水路3.99km 年2回 景観作物の作付

清掃、草刈り (レンゲ) 担い手への農作業の委託
・道路2.1km 年2回 草刈り （協定面積の10％を目標）

共同取組活動 共同取組活動
共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（随時）

個別対応

４．取組による変化と今後の課題等

今回のマコモダケの試験栽培の取組は、新規作物について、広くたくさんの方に知

って頂くことが目的だったので、収穫祭での収穫体験と試食会を通じて、高齢者でも

比較的生産しやすい『マコモダケ』への理解が深まり、非常に好評であった。

これを機に取組の拡大を進めることとしているが、生産物を安定的に販売できる販

路の確保が今後の課題である。

［平成21年度までの主な成果］
○ 新規作物「マコモダケ （H21実績0.05ｈa)」
○ 新規作物（黒米・いんげん等 （当初0.1ha、目標0.7ha、H21実績0.7ha））
○ 担い手への農作業の委託（当初1.0ha、目標2.2ha、H21実績2.6ha）



＜新規就農者の確保又は認定農業者の育成を実施している事例＞

○色川に魅力を感じる新規就農者が入植

１．集落協定の概要

市町村･協定名 和歌山県東牟婁郡那智勝浦町 色 川
ひがしむろぐんなちかつうらちよう いろかわ

協 定 面 積 田（72％） 畑（28％） 草地 採草放牧地
19ha 水稲 茶等

交 付 金 額 個人配分 0％
333万円 共同取組活動 水路、農道維持管理費 33％

100％ 積立金（施設） 32％（ ）
鳥獣被害防止対策 14％
農地管理費、その他 21％

協定参加者 農業者70人（うち交付対象農地を持たない農業者：３人）

２．取組に至る経緯

当集落は、農林業の衰退・鉱山の閉鎖・住民の高齢化等によって、不作付地の増加や

山林の施業不足に悩まされる過疎の村となった。このような中、過疎・高齢化の進展に

よる集落社会の崩壊を避けるため、都市からの新規定住者の受入が始まり、当初の就農

者が地元に根を下ろし出すと、農業の研修や農村での暮らしを実際に体験しようと、全

国から就農希望者が訪れるようになった。

また、高齢化が進展する中、地区それぞれが単独で集落の諸問題に取り組むよりは、

色川地域（旧色川村）全体として取り組むことが重要と考え、平成18年度から既存の３

つの協定を統合するとともに、２地区を追加し、現在の集落協定に至っている。

３．取組の内容

、 、耕作放棄地の発生を防止し 現在の農用地を維持・確保していくことを最大の目標に

棚田の復田や賛助会員制度の実施、地元小学校との連携による田植え・稲刈りなどの体

験、共同電気柵設置やモンキードックによる猿追いなどの鳥獣害防止対策、水路・農道

・農用地等の維持・管理活動に取り組んでいる。

また、地区の活性化のために定住の促進に力を入れ、新規就農者用の住宅・農地の確

保・保全や体験・実習支援などの受け入れ体制の充実を図っている。

復田した棚田での田植え 新規就農者対策として農地 農地、住宅に隣接している

付き住宅を確保 林地の伐採



［集落の将来像］
○ 耕作放棄地の発生を防止し、将来にわたって持続的な農業生産活動等を可能とするため、色川に魅
力を感じ、生活文化・技術を継承できる新規就農者が継続的に入植し、地域にとけ込む雰囲気づくり
と体制づくりを行い、次世代に引き継がれていく体制の構築を目指す。

［将来像を実現するための活動目標］
○ 高齢化等により耕作困難となった農地の保全管理、新規就農者の確保による耕作放棄地の防止
○ 猿追いや共同電柵設置による鳥獣害防止対策等
○ 農業に魅力が持てるような環境整備
○ 新規就農希望者のための住宅・農地の仲介・斡旋、新規定住希望者への体験プログラム等

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 周辺林地の下草刈り 新規就農者の確保
（田14ha、畑5ha) （約1.0ha、随時） （住宅・農地の確保と保全、目

標３人）
個別対応 個別対応

共同取組活動

水路・作業道の管理 棚田賛助会員制度の実施
・水路1.1km、年2回 （約1.0ha） 鳥獣害防止対策

清掃、草刈り、台風・降 （箱檻の設置、電気柵の設置、
雨の後随時見回り 共同取組活動 集落周辺林地・果樹の伐採）

・道路5.5km、年2回 草刈り
共同取組活動

共同取組活動

学校教育との連携
農地法面の定期的な点検 （小学生の田植え、稲刈り等の
（随時） 体験）

共同取組活動 共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

平成21年４月現在、234世帯443人のうち新規定住者62世帯161人と、集落の約３分の

１が新規定住者となっており、地元民と新規定住者が一体となって様々な活動を行って

。 、 、 、いる 今後も新規定住者を積極的に受け入れて行く中 新規定住者の増加に伴い 農地

空き屋、生活用水が不足しており、耕作放棄地の復旧や簡易水道の整備が必要である。

［平成21年度までの主な効果］

○ 新規就農者の確保（目標３人、H21実績４人）

○ 鳥獣害防止対策

・箱檻の設置（H21実績：16基 、共同電気柵設置（H21実績：総延長約0.5㎞））

・集落周辺林地や廃園となった果樹の伐採、モンキードックによる猿追い

○ 耕作放棄地の防止、多面的機能増進

（棚田の復田：H21実績1.0ha、棚田での農業体験等：H21実績40人）

○ 学校教育との連携（H21実績：田植え、稲刈り延べ体験人数20人）




